
　朝比奈地区上朝比奈山ヶ谷の丘陵の中腹から、

明治時代の終わりごろに三環鈴と呼ばれる青銅

製の鈴が発見されました。三環鈴は、これまで

に県内では磐田市の二子塚古墳から１点、袋井

市の愛野向山古墳から１点、静岡市の南沼上古

墳から２点の計５点しか出土しておらず、全国

でも90点ほどしか出土例がありません。山ヶ谷

古墳の三環鈴は県内で２番目に発見された大変

珍しい遺品です。

　この三環鈴は、古墳の中心部付近に乗馬に必

要な馬具と一緒に副葬されていることが多いの

ですが、どんな使い方をされたのか良くわかっ

ていません。山ヶ谷古墳があった場所は、現在

では開墾されて茶畑になっています。国内で出

土している三環鈴が造られた年代から推測する

と、山ヶ谷古墳は６世紀の早い頃に造られたも

のと考えられます。山ケ谷古墳
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